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Summary
In this article, standardization by JAS (Japanese Agricultural Standard) of lumber produced by lumber producers 
was the subject of research. The authors represented the actual condition by means of a questionnaire survey of 
lumber producers in Yamagata prefecture. The main results were as follows. First, the number of lumber producers 
not certified by JAS, production volume and sales of domestic lumber have been reduced or stagnant in the past 10 
years. On the other hand, production volume and sales of domestic lumber produced by JAS certified lumber producers 
have increased in the past 5 or 10 years. Second, lumber products produced by lumber producers have been changed 
from conventional lumber products to lamina production of laminated wood raw materials. Third, the lumber producers 
not certified by JAS did not acquire JAS for the following reasons: 1. There is no demand for JAS certified lumber; 2. 
The cost of applying and maintaining certification is high and 3. There is no managerial problem in the production of 
lumber that is not certified by JAS. From the above, there were disparities in terms of management between the 
lumber producers not certified by JAS and the lumber producers certified by JAS. In recent years, the management of 
lumber producers not certified by JAS was in a difficult situation. The lumber producers have been responsible for the 
production of lumber products for residential construction in the region. However, in recent years, the lumber 
producers are being organized into factories for material production of house building by large companies outside the 
region. For the continuation of residential buildings rooted in the community, it is considered that establishing regional 
standards on lumber standards and building is an important issue.
Key words： lumber，JAS(Japanese Agricultural Standard)，JAS certified lumber，sawmills，lumber producer
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～4人 5～9人 10～19人 20～29人 30～49人 50人～ 計
1965 4,537 236 126 135 25 11 2 535
1975 4,380 207 150 120 25 12 2 516
1980 3,652 208 164 104 15 6 ─ 497
1985 2,727 216 121 66 9 5 2 419
1990 2,442 201 114 50 10 7 1 383
1995 2,165 168 90 38 14 6 1 317
2000 1,499 157 69 25 9 2 1 263
2005 828 130 41 13 ─ ─ 2 186
2010 552 97 31 5 1 ─ 1 135
2011 566 104 22 6 1 ─ 1 134
2012 514 91 31 5 1 ─ 1 129
2013 645 91 22 10 ─ ─ 1 124
2014 498 80 32 8 ─ ─ 1 121





  7.5～ 22.5kw 26 19 ─ ─ ─ ─ ─ 19
 22.5～ 37.5kw 37 25 ─ ─ ─ ─ ─ 25
 37.5～ 75.0kw 153 22 13 3 ─ ─ ─ 38
 75.0～150.0kw 103 7 10 2 ─ ─ ─ 19












































































会社工場 認定年月日 組織形態 工場・本社所在地方 認定の区分
Ⅰ社ⅰ工場 2009年02月27日 株式会社 庄内地方 構造用製材，造作用製材，下地用製材
Ⅰ社ⅱ工場 2016年06月30日 株式会社 庄内地方 人乾構造用製材，人乾下地用製材
Ⅱ社ⅰ工場 2009年02月27日 株式会社 庄内地方 構造用製材，下地用製材
Ⅲ社ⅰ工場 2009年02月27日 株式会社 最上地方 構造用製材，造作用製材，下地用製材
Ⅲ社ⅱ工場 2017年06月30日 株式会社 最上地方 人乾構造用製材，人乾造作用製材，人乾下地用製材
Ⅳ社ⅰ工場 2009年02月27日 有限会社 庄内地方 構造用製材，下地用製材
Ⅴ社ⅰ工場 2009年02月27日 株式会社 村山地方 構造用製材，造作用製材，下地用製材
Ⅴ社ⅱ工場 2016年03月31日 株式会社 村山地方 人乾構造用製材，人乾造作用製材，人乾下地用製材







業者 組織形態 資本金 創業年 所在地方
出力規模 JAS認定
状況2005年 2010年 2015年
a ─ ─ 1947 村山地方 13 13 13 無認定
b 株式会社 1,000 1926 最上地方 26 26 26 無認定
c ─ ─ 1961 最上地方 46 26 26 無認定
d 有限会社 ─ ─ 最上地方 39 39 39 無認定
e 有限会社 800 1951 置賜地方 ─ ─ 40 無認定
f 有限会社 300 1958 村山地方 45 45 45 無認定
g ─ ─ ─ 村山地方 46 46 46 無認定
h 株式会社 500 1949 庄内地方 49 49 49 無認定
i 有限会社 500 1926 置賜地方 52 52 52 無認定
j 株式会社 1,000 1975 村山地方 69 69 69 無認定
k 株式会社 1,000 1972 村山地方 72 72 72 無認定
l 有限会社 600 1969 置賜地方 82.2 82.2 82.2 無認定
m ─ 1,000 1981 最上地方 ─ 87 87 無認定
n 株式会社 2,000 1878 置賜地方 130 130 130 無認定
o 有限会社 1,000 1985 庄内地方 143 143 143 無認定
p 株式会社 2,000 1967 庄内地方 150 150 150 無認定
q 有限会社 500 1947 村山地方 150 150 150 無認定
r 株式会社 1,000 1964 村山地方 165 165 165 無認定
s 株式会社 3,400 1963 置賜地方 171 171 171 無認定
t 株式会社 5,600 ─ 庄内地方 180 180 180 無認定
u 株式会社 2,000 1958 庄内地方 300 300 300 無認定
v 株式会社 100 1958 村山地方 ─ ─ ─ 無認定
w 株式会社 500 2011 村山地方 ─ ─ ─ 無認定
x 株式会社 1,000 1959 村山地方 ─ ─ ─ 無認定
y 株式会社 7,000 1954 庄内地方 ─ ─ ─ 無認定
A 株式会社 1,500 1926 村山地方 66 66 66 認定
B 株式会社 2,000 1945 庄内地方 220 220 220 認定































未満 20代 30代 40代 50代 60代
70代
以上 計
a ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
b ─ ─ ─ 2 ─ ─ ─ 2 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 1
c ─ ─ 1 1 1 1 ─ 4 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
d ─ ─ 1 1 1 1 ─ 4 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1 1
e ─ ─ ─ ─ ─ 3 ─ 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
f ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0 ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ 1
g ─ ─ ─ ─ 4 ─ ─ 4 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
h ─ ─ 1 1 1 2 ─ 5 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
i ─ 1 ─ ─ 2 1 ─ 4 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
j ─ ─ 3 ─ ─ 2 2 7 ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ 1
k ─ ─ ─ ─ 1 3 2 6 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
l ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0 ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ 1
m ─ ─ ─ 2 2 2 2 8 ─ ─ ─ ─ 1 ─ ─ 1
n ─ 1 8 2 6 4 ─ 21 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
o ─ 2 1 2 2 5 2 14 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
p ─ ─ 2 1 ─ 1 ─ 4 ─ ─ ─ ─ ─ 3 ─ 3
q ─ ─ ─ ─ ─ 5 1 6 ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ 1
r ─ ─ 2 1 1 2 ─ 6 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
s ─ 2 ─ 5 9 1 1 18 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
t ─ ─ 1 3 1 ─ ─ 5 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
u ─ 2 2 4 6 5 ─ 19 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
v ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
w ─ ─ 1 ─ 1 1 ─ 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
x ─ ─ ─ ─ 2 1 ─ 3 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
y ─ 1 1 1 2 ─ ─ 5 ─ ─ ─ ─ ─ 1 ─ 1
計 0 9 24 26 42 40 10 151 0 0 1 0 2 6 2 11
割合 0.0 6.0 15.9 17.2 27.8 26.5 6.6 100.0 0.0 0.0 9.1 0.0 18.2 54.5 18.2 100.0
A ─ 1 1 ─ ─ ─ ─ 2 ─ ─ ─ ─ ─ 2 ─ 2
B ─ 4 6 ─ 8 1 ─ 19 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 0
C ─ 1 4 ─ ─ 3 ─ 8 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 3 3
計 0 6 11 0 8 4 0 29 0 0 0 0 0 2 3 5






























































2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年
a 139 78 33 ─ ─ ─
b 800 600 500 ─ ─ ─
c ─ ─ ─ ─ ─ ─
d 1,150 1,250 1,100 400 ─ ─
e ─ ─ 1,190 ─ ─ ─
f ─ 30 10 ─ ─ ─
g 850 850 700 120 40 25
h 3,000 2,800 2,600 ─ ─ ─
i 260 240 280 605 270 160
j ─ ─ 203 ─ ─ ─
k 1,300 1,500 1,300 490 20 25
l ─ ─ ─ ─ ─ ─
m ─ 2,726 2,940 ─ ─ ─
n ─ 1,310 1,180 ─ 700 86
o 10,596 9,403 7,631 ─ ─ ─
p 1,640 1,002 722 556 245 196
q 1,000 1,000 1,000 ─ ─ ─
r 1,300 1,050 800 500 350 200
s 45 148 169 ─ ─ ─
t ─ 22 17 ─ 373 286
u 2,897 2,472 2,339 546 33 150
v ─ ─ ─ ─ ─ ─
w ─ ─ 300 ─ ─ 100
x 1,400 840 770 ─ ─ ─
y ─ ─ ─ ─ ─ ─
A 394 559 663 269 128 98
B 2,290 2,860 4,880 4,500 3,800 1,500























































































































2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年
a 112 62 26 ─ ─ ─ 112 62 26 ─ ─ ─ ─ ─ ─
b 480 360 300 ─ ─ ─ 480 360 300 ─ ─ ─ ─ ─ ─
c ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
d 630 680 600 220 ─ ─ 850 680 600 ─ ─ ─ ─ ─ ─
e ─ ─ 730 ─ ─ ─ ─ ─ 730 ─ ─ ─ ─ ─ ─
f ─ 15 5 ─ ─ ─ ─ 15 5 ─ ─ ─ ─ ─ ─
g 500 500 400 70 25 15 570 525 415 ─ ─ ─ ─ ─ ─
h 3,000 2,800 2,600 ─ ─ ─ 3,000 2,800 2,600 ─ ─ ─ ─ ─ ─
i 175 170 180 360 150 100 535 320 280 ─ ─ ─ ─ ─ ─
j 443 300 293 124 ─ ─ 567 300 293 44 32 36 ─ ─ ─
k 850 980 860 290 10 20 1,140 990 880 400 310 240 ─ ─ ─
l 88 47 49 32 20 28 120 67 77 ─ ─ ─ ─ ─ ─
m ─ 2,111 2,340 ─ ─ ─ ─ 2,111 2,340 ─ ─ ─ ─ 5,527 6,561
n ─ 1,175 770 ─ 490 60 ─ 1,665 830 ─ 460 460 ─ 80 46
o 5,827 4,462 3,787 ─ ─ ─ 5,827 4,462 3,787 3,225 4,114 3,676 ─ ─ ─
p 902 551 397 250 110 88 1,152 661 485 ─ ─ ─ ─ ─ ─
q 500 500 500 ─ ─ ─ 500 500 500 100 100 100 ─ ─ ─
r 650 530 400 250 170 100 900 700 500 20 15 10 ─ ─ ─
s 31 97 126 ─ ─ ─ 31 97 126 224 270 378 ─ ─ ─
t ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 373 ─ ─ 227 160 ─ ─ ─
u 1,723 1,356 1,264 148 6 90 1,871 1,362 1,354 1,320 948 900 ─ ─ ─
v ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
w ─ ─ 120 ─ ─ 30 ─ ─ 150 ─ ─ 80 ─ ─ ─
x ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
y ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
A 296 390 430 188 87 69 484 477 499 ─ ─ ─ 24 23 25
B 1,901 2,492 2,856 2,930 1,549 659 4,831 4,041 3,515 8,217 4,844 4,966 2,610 2,050 2,501




























板類 わり類 角類 その他
2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年
a 5 5 5 80 30 15 27 27 6 ─ ─ ─
b 120 120 100 120 120 100 240 120 100 ─ ─ ─
c ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
d 380 270 240 260 210 190 210 200 170 ─ ─ ─
e ─ ─ 389 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 329 
f ─ ─ 6 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 6 
g 100 85 60 370 370 300 100 70 55 ─ ─ ─
h ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
i 50 30 30 270 130 100 180 140 130 35 20 20 
j 360 138 76 540 230 126 900 92 50 ─ ─ ─
k 190 150 190 470 420 340 420 410 320 ─ ─ ─
l 19 12 13 30 28 33 39 7 11 ─ ─ ─
m ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1,971 2,200 ─
n ─ 330 142 ─ 500 270 ─ 835 372 ─ ─ ─
o 5,827 3,947 3,326 ─ 515 461 ─ ─ ─ ─ ─ ─
p 287 172 108 430 257 193 717 429 322 ─ ─ ─
q 120 120 120 180 180 180 170 170 170 10 10 10 
r 270 210 150 450 350 250 180 140 100 ─ ─ ─
s 9 29 38 14 44 57 8 24 31 ─ ─ ─
t ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
u 748 476 474 655 408 542 446 340 270 22 137 68 
v ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
w ─ ─ 60 ─ ─ 60 ─ ─ 30 ─ ─ ─
x ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
y ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
A 3 5 3 270 405 425 147 220 330 ─ ─ ─
B ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 89 
































2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年 2005年 2010年 2015年
a ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
b 5,000 3,000 2,000 3,000 2,000 1,500 4,000 3,000 2,500 12,000 8,000 6,000
c ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
d 4,600 3,450 3,400 200 200 200 ─ ─ ─ 4,800 3,650 3,600
e ─ ─ 2,500 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 2,500
f ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
g 4,000 3,500 2,500 8,000 4,500 5,500 ─ ─ ─ 12,000 8,000 8,000
h ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
i ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 10,179 8,439 12,390
j ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 28 34 ─ ─ ─
k 9,120 11,460 8,380 2,650 3,360 2,480 230 180 140 12,000 15,000 11,000
l 705 206 387 20,228 6,111 7,886 31 8 13 20,964 6,325 8,286
m ─ 12,200 12,500 ─ ─ ─ ─ 500 500 ─ 12,700 13,000
n ─ 5,800 6,000 ─ 21,490 27,070 ─ 50,210 63,230 ─ 77,500 96,300
o 17,913 12,085 12,561 ─ ─ ─ 1,599 2,177 1,983 19,512 14,262 14,544
p ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
q 3,900 3,900 3,900 6,500 8,000 7,000 100 100 100 10,500 12,000 11,000
r 5,900 4,900 5,500 7,800 6,100 6,900 5,800 5,000 5,600 19,500 16,000 18,000
s 62 194 252 14,618 8,675 14,387 1,230 387 501 15,910 9,256 15,140
t ─ 4,000 700 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 4,000 700
u 10,100 7,840 7,800 25,000 22,000 28,000 670 700 690 35,770 30,540 36,490
v ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
w ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
x ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
y ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 2,906 ─ ─ 2,906
A ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
B 24,606 21,113 17,918 ─ 16,744 20,148 1,156 1,346 1,401 25,762 39,203 39,467


























































   7.5～ 22.5kw ─ 1 ─ ─ ─ 1 ─
  22.5～ 37.5kw 1 1 ─ ─ ─ 1 1
  37.5～ 75.0kw 2 5 1 ─ 1 4 3
  75.0～150.0kw ─ 4 ─ ─ 1 2 1
 150.0～300.0kw 1 3 1 ─ 2 2 1
 300.0kw～ ─ 1 ─ ─ ─ ─ 1
不明 2 2 ─ ─ 3 ─ 1















































































































































   7.5～ 22.5kw ─ ─ ─
  22.5～ 37.5kw 2 ─ ─
  37.5～ 75.0kw 1 3 ─
  75.0～150.0kw ─ 1 ─
 150.0～300.0kw ─ 2 1
 300.0kw～ ─ ─ ─
不明 ─ 3 ─



























   7.5～ 22.5kw ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
  22.5～ 37.5kw 1 1 1 ─ ─ ─ ─
  37.5～ 75.0kw 2 3 2 2 ─ 1 ─
  75.0～150.0kw 1 1 1 ─ 1 ─ ─
 150.0～300.0kw 1 2 2 2 1 1 3
 300.0kw～ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
不明 1 ─ 3 ─ ─ ─ ─


































































   7.5～ 22.5kw ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
  22.5～ 37.5kw ─ 1 1 1 ─ ─ 1
  37.5～ 75.0kw 2 4 4 3 ─ ─ 3
  75.0～150.0kw 1 1 1 ─ 1 1 1
 150.0～300.0kw ─ 2 1 1 ─ ─ 2
 300.0kw～ ─ 1 ─ ─ ─ ─ 1
不明 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 1



































































減少する 変化しない 増加する ない ある
   7.5～ 22.5kw ─ 1 ─ 1 ─
  22.5～ 37.5kw 1 1 ─ 1 1
  37.5～ 75.0kw 1 4 3 4 3
  75.0～150.0kw ─ 3 1 3 1
 150.0～300.0kw 2 ─ 1 3 2
 300.0kw～ ─ 1 ─ 1 ─
不明 1 ─ 3 4 ─




























































































  7.5～ 22.5kw ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
 22.5～ 37.5kw ─ ─ 1 1 1 2 1 1 ─
 37.5～ 75.0kw ─ ─ 2 1 ─ 3 ─ 1 ─
 75.0～150.0kw ─ 2 2 ─ 1 1 ─ ─ ─
150.0～300.0kw ─ 1 3 1 1 4 1 2 1
300.0kw～ ─ ─ 1 ─ 1 ─ ─ ─ ─
不明 ─ 1 ─ ─ 2 3 2 3 ─




























































   7.5～ 22.5kw ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─
  22.5～ 37.5kw 2 ─ 1 ─ ─ ─ 1 ─
  37.5～ 75.0kw 4 1 2 2 ─ 1 1 ─
  75.0～150.0kw ─ ─ 2 1 1 ─ ─ ─
 150.0～300.0kw 1 ─ 2 1 1 ─ 1 2
 300.0kw～ ─ ─ 1 ─ ─ ─ ─ ─
不明 ─ 1 3 ─ ─ ─ 1 ─











































































































































































































































































山形大学紀要（農学）第 18 巻　第 1号28
16）2017年8月1日現在の認定状況である．なお，表－2
のⅢ社ⅱ工場は2017年6月30日にJAS認定されて
いるため，調査実施時点の2016年10月においては，
同社1工場を除く，6社8工場がJAS認定されてい
る．
17）直近のデータにもとづけば，山形県のJAS認定の製
材工場数と製材工場全数との比較年は異なるが，山
形県のJAS認定の製材工場数は6社9工場（2017年8
月）であり，これを山形県林業統計（2017年3月発
行）の製材工場全数118工場（2015年）で除して100
を乗じて算出した．
18）［2］参考付表p.16の「44国産材・外材別製材工場数
及び製材用素材入荷量」にもとづいて，国産材のみ
の2015（平成27）年の入荷量10,948,000㎥を同年の
工場数3,905工場で除した値である．
19）［2］参考付表p.16の「44国産材・外材別製材工場数
及び製材用素材入荷量」にもとづいて，外材のみの
2015（平成27）年の入荷量1,436,000㎥を同年の工場
数289工場で除した値である．
20）［2］参考付表p.15の「43用途別製材品出荷量」の
2015（平成27）年の建築用材7,481,000㎥を「42製
材工場数」の2015（平成27）年の製材工場数5,205
工場で除した値である．
21）山形県の製材業者が生産し出荷する製材品の板類，
わり類，角類の3種類の出荷量について，1種類ず
つ，JAS無認定の製材業者毎に，2015年出荷量を
2005年出荷量で除して算出した．
22）［8］p.54の「22用途別製材品出荷量（県）」による
と，板類は，2005年4.6万㎥→2010年3.5万㎥→2015
年4万㎥であり，引き割り類は，2005年7.5万㎥→
2010年3.8万㎥→2015年3万㎥，ひき角類は，2005
年5.8万㎥→2010年2.4万㎥→2015年1.8万㎥と推移
している．
23）アンケート調査票には，チップおよび原木の項目を
設けていたが，回答数が限定されていたため，その
他の項目へ集計している．
24）山形県のJAS無認定の製材業者について，2005年と
2015年の売上高の計が計上されている11者を，製材
業者毎に，2015年の売上高の計を2005年の売上高
の計で除して算出した．
25）山形県のJAS無認定の製材業者について，製材品，
仕入れ商品，その他の各項目で，2005年と2015年の
売上高が計上されている製材業者数は，それぞれ，
製材品10者，仕入れ商品9者，その他8者である．各
項目を製材業者毎に，2015年の売上高を2005年の
売上高で除して算出した．
26）山形県では，山形県産認証材「やまがたの木」を使
用した新築住宅に対して補助金を交付している．県
産木材の使用割合が80％～100％の場合は15万円，
同様に100％以上の場合は20万円である．詳細は，
『平成29年度山形県県産認証材「やまがたの木」普
及・利用促進事業費補助金交付要綱』を参照．
27）［7］p.296～297．
28）JAS認定を取得する際の手数料の金額は，「全国木材
検査・研究協会認定業務規程」に定められた「JAS
認定手数料等規程」にもとづいて，認定手数料，検
査手数料，監査手数料，その他手数料などが積算さ
れ決定される．認定対象となる品目の種類や数など
にもよるが，派遣される検査員の実地調査の旅費負
担も含めて，数十万円となる．また，JAS認定に有
効期限の定めはないとされているが，一般社団法人
全国木材検査・研究協会（全木検）では，“認定事業
者の要件の維持確認のための監査をおおむね１年に
１回行う”としており，“認定の維持を確認する監査
にも手数料が発生する”としている．
29）［9］p.188～191．
引用・参考文献
［ 1 ］長尾博文「日本における製材規格の変遷」木の建築
フォラム，NPO木の建築第33号，2012年8月．
［ 2 ］林野庁編「2017年版 森林・林業白書」一般財団法
人農林統計協会，2017年6月30日．
［ 3 ］飯島泰男「JAS規格材の現状と矛盾」木の建築フォ
ラム，NPO木の建築第33号，2012年8月．
［ 4 ］山田憲明「規格材を用いる構造設計者の要求」木の
建築フォラム，NPO木の建築第33号，2012年8月．
［ 5 ］石川敏夫，高野研一「食品安全の信頼と偽装機会」
安全工学会，安全工学Vol.49No.4，2010年，p.225
～232．
［ 6 ］長尾博文「構造用製材の日本農林規格」木の建築フ
ォラム，NPO木の建築第21号，2008年8月．
［ 7 ］小川三四郎・中島辰章「地方都市の木造住宅建築と
構造材利用の動向―山形県鶴岡市の住宅建築業者
29
29
の事例から―」，『山形大学紀要（農学）』，第17巻
第4号，山形大学，2017年2月，p.273～300．
［ 8 ］山形県農林水産部林業振興課「平成27年度山形県
林業統計（平成29年3月発行）」．
［ 9 ］安藤友一，池知正水，中川藤一「木材流通が変わる
明日をどう拓くか」日本林業調査会，1987年8月15
日．
［10］藤田和彦「地域認証材とJAS製材を考える」日本
木材加工技術協会，木材工業，第68巻第2号（通
巻791号），2013年2月1日，p.65～68．
［11］牛丸幸也，西村勝美，遠藤日雄編著「転換期のスギ
材問題住宅マーケットの変化に国産材はどう対応
すべきか」日本林業調査会，1996年11月20日．
製材品生産のJAS規格化と製材業者の経営実態  ─  小川・野沢
